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「珊瑚集」に訳されたヴェルレーヌとレニエ
猪　　崎　　保　　子
工
　荷風は滞米中にボードレール，ヴェルレーヌ等の作晶をすでに知り，渡仏後に
はこれら2人の詩人にとどまらず，レニエ，ゲラン（Char1es　Gu6rin）などの
象徴派の詩人たちに急速に近づいていったことは，「ふらんす物語」中での詩の
引用や詩人たちへの言及によってわかる。またこの作晶がrあめりか物語」に顕
著にみられるモーパッサンに倣った短編小説（COnte）の形式をとるよりも，拝
情的散文詩に近い諸篇を数多く含んでいることは，荷風が象徴派の詩のもつ雰囲
気を自らの作晶中に醸成しようと試みたであろうことを示している。彼が「珊瑚
集」（工9ヱ3）に収められた詩人たちの作晶をG，Wa1ch編の｛1A耐hologie
des　poさtes　Francais　Contemporains，Morceaux　choisis，a㏄omp馴6es
de　notices　bio－bib1iographiques　et　de　mmbreux　autographes”（par　G．
Wa1ch；Paris　Ch．Delagrave）により知り，それぞれの詩人の詩集や当時の雑
誌をできるかぎり手にしてさらにこれら象徴派の詩人に親しんでいったことは確
かであろう。
　　　　（1）　rふらんす物語」中のr橡の落葉」はいつ執筆されたのか明かではないが，ユ9
08年あるいは遅くともユ909年の1月か2月まセにはまとあられていたと思われる。
この中のr恋人」と題する作晶にはレニエの哩Exp6rien㏄”（in一一Les
L・nd・m・i・・”ユ986ヨP・・i・・V・・i・・）が原文に訳狭えてのせられてい弘
この詩はは一組の若い恋人をすでに人生の経験をつんだ人間が羨望も後悔も厭い
もなく眺めやるという内容だがヨ作晶中への引用は，パリの舞踏場で目にした少
年と少女とが相抱いて舞う様を眺める荷風の感情一彼ら2人のr定めなき運命
　　　　　　　　　　　　　　　　　　トレモ岨を思うに至らし．めた（……）ヴィヨロンの震調（の）云うべからざる悲愁」と合
致して，かつてrあめりか物語」にみられた不適合はまったくみられない。荷風
はレニエの詩に表わされた感情を自己のものとするまでにこの詩を深く味わい，
理解するに至っている。訳も意訳にすぎないかもしれないが，第3連里
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　’　”工1s　a11aient　promenant1eur　beau　reve　enlance
　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　1　　　　　　，　E　t　que　realisait　cette　idy1le　ephemere；
　　　1　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　1　I玉s　e　t　ai　e　nt　1e　pr　es　e　nt　e　t　j’e　t　ai　s　1e　pas　s　e，
旦
　　Et　je　savaiesユe　mot　final　de1a　chimきre1”
をヨr束の間の恋の歌をば目のあたり，美しき夢に抱かれ二人は行けり。かの人
　　　いま．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかし達は「現征」と云い，わかれはr過去」と云うものなれば害われ知らざれや，幻
影の消えぬべき最後の言の葉を。」として，6ph6mさreに呼応する1a　ch｛m一
　　　　　　　　　　　　　（3）ereを「幻影の消えぬべき」としたのもこの語の意味をとらえた巧みな訳となっ
ている。
　r珊瑚集」の訳詩もこれと同様におそらく単にフランス文学の紹介や評論のも
つ啓蒙的な意味からではなくヨ訳者荷風の心情と好みに適った詩篇を日本語に，
むしろ荷風自身の言葉におきかえていったものだろう。r訳詩について」（ユ929）
でこの訳業についてr西詩の余香をわが文壇に移し伝へやうと欲するよりも，寧
この事によって，わたくしは自家の感情と文辞とを洗練せしむる助けになさうと
思ったのである」と述べている。
　　　　　　（遂）　ところでrふらんす物語」に特徴的であったのは里風景の中に話者，荷風の心
情を浸み込ませようとする態度と同時にリアリストの眼がとらえる事物の細部と
輸郭の明確化であった。この観察家が描く事物の具体牲に対して里ヴェルレーヌ
にみられるこれとはむしろ逆のind6cisあるいはfan6をどのようにとらえ，
日本語に移したかが問題になるだろう。荷風がボードレールの思想を十分にとら
えきれず里又ヴェルレーヌのfadeur，anonymeを表現し得なかったとの指摘
はすでにいくつかなされている。r橡の落葉」のr休茶屋」にみられる物は細部
　　　　　　　　　　　　　（5）までがとらえら札しかも描かれた事物は堅く平らな鏡の面に反映し、動かず，乱さ
れることのない影として写されている事実や，「ひるすぎ」の感覚と官能の濃密
さヨあるいは「舞姫」の「ローザが腕よ。ローザ胸よ。ローザが腿よ。ローザが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かた苗肩よ。」と詠嘆と高揚の中でr妖艶なる形体」を詠いあげる荷風の態度は，且9世
紀末のデカダンスの中から生れた象徴派の詩人たちの資質と余りにかけ離れてい
るのではたいかとの疑問を抱かせる。
　こζではヴェルレーヌとレニエの詩の荷風訳を検討することによって，訳詩の
特徴を考察するとともに，荷風がこれら2名の詩人の作晶世界をいかに理解して
いたかをみてみたい。さらに，フランス象徴派の詩人の受容が荷風自身の作晶に
どのようにいかされているのかが把握できればよいと考えている。
n
「珊瑚集」のヴェルレーヌの訳詩についてはすでに詳細な研究と解説がなされ
ている。芳賀徹は荷風訳のrびあの」について、①ヴェルレーヌの暗示（Su駄
estion）を解明して描写ないし記述（descr1ption）に変えてしまうことヨ⑦原
詩のもつ作者の心のうねりを伝える軽妙な流動性（fluidit6）を造型的（plas－
tique）なものに凝固させてしまうことの2つの傾向を指摘している。又，島田
謹二は荷風訳r道行」をrワットーを浮世絵にしてしまった」というが里芳賀の
いう荷風訳にみられる「造形性」と「平面な描写」の傾向と合わせて，彼の詠嘆
調が挙げられよう。ここでは重復を避けるためにまだ検討されていない作晶から
　　　　　　　（6）まず始めることにしよう。
　r夜の小鳥」　（《Ariettes　oubh6es双》in　《Roman㏄s　sans　paro－
ies》，Mai，juin1872）は1909年9月rスバル」第9号に掲げられた。こ
の詩は《Ar｛ettes　oubh6es》の最終に収められている。まず原詩の全文を記
す。
　　　　　　　　　　　　　　　Le　rossigno玉　qui　du　haut　dune
　　　　　　　　　　　　　　　branche　se　regarde　dedans，　c　ro｛t
　　　　　　　　　　　　　　　εt　re　t’ombるdans　1a　riviere．I1est
　　　　　　　　　　　　　　　au　s　onw8et　d’un　c　hさne　et　to　ut　efoi　s
　　　　　　　　　　　　　　　H　　a　peur　de　se　noyer。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Cyrano　de　Bergerac）
　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　L　o㎜bre　des　arbres　dans　1a　riviere　embmmee
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　Meurt c0EQme　de　la　fumee
　　　　　　　1　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　Tandis　qu　en　i　ai　r，Parmi　les　ramures　reeHes，
　　　　　　　　　Se　p1aignent　les　tourtere11es．
　　Combien，o　voyageur，ce　paysage　b1eme
　　　　　　　　　Te　mira　bleme　toガmeme，
　　Et　que　tristes　p1euraient　dans　les　hautes　feuiHes
　　　　　　　　　Te　s　e　spe　r　ance　s　noyee　s　亘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mai一畑in72
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か1まみず　第1連雪第1句の荷風訳は，r霧たち籠むる河水に樹木の影は／姻の如く消ゆ
。」となっている。第2行は初出では「消ゆ」ではなくr死す」となっていた。
原詩の第1行の霧に覆われた河面に影を映している木々の風景は《meurt》の絶
望の色に落ち込んでゆくのだから，「消ゆ」ではこの絶望と心の空虚を表現する
には軽すぎ，弱すぎるが，r死す」と直訳することを荷風はさけたかったのだろ
う。第1連第2句は初出訳で「其時騒々しき実在の朝に交りて何処ともなく，／
夜の小鳥は泣く。」となっていたのを里初版r珊瑚集」で「その時影ならぬ枝の
問より何処と知らず」とし，その後，岩波文庫版，中央公論社版でr何処とも知
らず」と訂正している。《Parmi　les　ramures　r6e1les》のr6ellesがあ
るので「実在の」としたのであろうが，「騒々しき」，「朝に」では霧に包まれた
雰囲気を破ってしまうし，第一，題名がr夜の小鳥」となっていることと矛盾す
る。《en　1’air》と《parmi》があるから「何処とも知らず」としたのは
よい。しかしこの《r6eHeS》は「影ならぬ」としてしまってもよいのだろう
か。ここで旅人は河の面の木々の影が霧に呑み込まれ，消えてゆくのを見ていた
　　　　　　　　　　　　　　　　索眼差しを木々の上へつまり霧や姻ではなくより実在的な何かを求めてヨ見上げ
たのだろう。しかし鳩の悲し気な蹄き声が聞えるだけだった。第2句でも《se
p1aignent》と第一旬の《meurt》と同じく，《Tandis　qu’en　l’air，…
》と4－4で区切れるrの多いかなり軽い旬は，嘆きへと沈んでゆくことがわか
る。
　第2連の第ユ旬はrあ＼旅人よ。いかに此の青ざめし景色は，／青ざめし君が
面を眺むらん。」と訳されている。この《blさme》という語は、《Poemes
satumiens》中の《Mon　rεve　fami1er》にも　《mon　front　blεme》
とあり，又同じ詩集の《Paysages’tristes》中の《Promenade　sentimen－
taユe》に　《Et　1e　vent　bercait　les　n6nuphares　b1♂mes；》，
《Rayons　d1ユcouchant　dans1es　ondes　b16mes》　と用いられ，ある
いは《chanson　d’automne》にも《Tout　suffocant／Et　blさme，
quand／Some　l／heリre，》とある。この語は，ヴェルレーヌにおいて絶
望とか暗うっな感情を表しているようだ。ところで荷風訳では青ざめた景色が旅
人の青ざめた顔を見る，眺めるの意にとれるが，《ce　paysage　blεme／Te
mha…》のmirerはここではregarderよりもむしろref16terではない
だろうか。すべて深い霧におおわれて壬実在の（r6el）ものは何もないかのよ
うな悲しみに打ち拉しがれた風景は旅人自身の青ざめた絶望的な姿を映している。
彼は暗濾たる自分の心の内ではなくヨ目を外に向けて彼の悲愁を消してくれるか
もしれないような実在の事実を求めたのだが，すべてのものは霧の中に沈み，木
々の姿でさえもその影が河面に映るだけであり，それも姻のように消え去ってし
まう。この景色は旅人自身の心の風景であり，彼は外界に希望を託すものの，自
分の影を再び見つけたにすぎなかった。最終節の《Tes　esp6rances　my6es
》がこのことを語っている。望みは木々の影と同じように河の水の中に霧ととも
に沈んでしまったのだ。彼は再び最初の絶望に陥るしかない。
　さらに第2連の《mira》と《pleuraient》という動詞の時制に注意しよ
一　4
う。第1連の2つの動詞は現在形であるのに対して里ここでは単純過去と半過去
が使われている。奇妙な時制の便い方だが，第1連が現在害第2連が遇去に起っ
たと単純に割り切ってしまうことはできない。この詩で霧の風景一外界と旅人の
心象（絶望）一内面が互いに反映し合っているのに呼応して里現在と過去も相互
に反映し合っていると云えないだろうか。すでに述べたように第ユ旬で木は河の
水面に影を映している。そして《Meurt　com㎜e　de1a　fum6e》と実在の木々
は影となって、しかもその影も水の中に沈んで消えてゆく。第2旬で旅人は梢の
上に目を上げるが里《Se　plaignent1es　tourterelles》とやはり，悲嘆に
沈むほかない。視界は外界から内界へ陥るのだ。第3句は第2句をはさんで里第
1句に対応する。ここで外の景色は旅人の心象を映す。第1旬も第2句も外から
内へ向っていたと同じく，今度は第1連から第2連の動きも外界から内面へと向
かう。そして第4旬での《Tes　esp6rances　noy6es　l》は河の水に消えてい
った木々の影と同じく希望も水の底に沈んでゆき曾第4句は再び第ユ旬へと戻り、
円環が閉じられるといえる。時制の変化もこの動きにのって動く。旅人は霧に閉
ざされた暗○たる風景を跳めて（しかしこの時彼は決して明るい心持ちであった
わけではない。彼はすでに悲しみに打ちひしがれている），かつての絶望に泣い
た日々を思う。《Pleuraient》の半過去は里過去の悲嘆をも云うと同時にヨそ
れがいつ始まり，いつ終ったか知れない，おそらく現在までも胸の中に厚き続け
る心の傷みを指すだろう。過去においてと同様，現在も絶望しか彼に残されては
いない。希望は皆無なのだ。だから，《mira》，《p1euraient》という過去
形は《mire》《p1eurent》と現在形にしてもよいといえる。旅人の内面と外．
界の風景は河の水一鏡の中でいつまでも互いに相手の影を投げ返しつづける。
　この詩の絶望の風景一心象は《Ariettes　oubli6es　wI》の《o　triste，
tdSte6tait　mOn身me》にいう《Ce　triSte　eXil》に重なるだろう。《
Adettes　V》の《Le　piano　qui　baise…》のようにやさしい思い出を
心に浮かべることももはやなく，自己の悲嘆と絶望の内に沈み込んでゆくのであ
る。
　最終句の荷風訳，「いかに悲しく，溺れたる君が望みは，／高き梢に嘆くらん。
」は，この過去と現在の二重性は現れていない。　「跳むらん」「嘆くらん」は何
か他人の悲しみを外から跳めて云っているようで，ヴェルレーヌの絶望の深さが
伝わってこないだろう。　「夜の小鳥」は平板な風景画になってしまっている。お
そらく荷風はヴェルレーヌの原詩における風景一外界と心象一内面の融合，イメ
ジの相互の反影里あるいは又象徴的に使用されている言葉が全体のイメジの中に
溶け込んでゆき，外界を表現するとともに内面を暗示し，具体的な事物を抽象的，
心情的なものにする彼の言葉とリズムの魔術とでもいえる詩を十分に理解してい
たとは云いがたい。　r夜の小鳥」での荷風は原作の風景と心象との呼応は見てい
たであろうが，そこにある意識の重層性は見抜いてはいなかったと思われる。彼
は風景を描写し里それを拝情に流し込んでしまうのだ。
　このようなヴェルレーヌにみられる詩人の意識の重層性里あるいは作晶世界の
中に突然現れる不幸な意識の覚醒は，すでにZ圭mmer㎜amによって指摘されて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（？）いる。
　例えばrぴあの」の後半部ヨ原作では《Qu’esガce　que　cもst　que　ce
　　　　　　　≦8）ber㏄au　soudam…？》に始まるkとsの頻出するたたみかけるような問いは，
第一連の世界との断絶珂作者の意識の覚醒を示していよう。《Un　air　bi㎝
vie岨，b1en　faible　charmant》の心を揺するやさしさは雪突然《Chant
badin》望おどけた歌になっているのに荷風は気付かなかっただろうか。タ暮に
愛する女がピアノをひいてくれた幸せな時は里今はもうないのだ。《Qu’as－tu
VOωu…》と過去形におかれていることに荷風は気づかなかったのだろうか。
彼はこれをrあ＼わが思ひをば，／ゆるゆるゆする眠りの歌／このやさしき小唄
の節…　」　（初出）と詠嘆調にながしてしまう。彼は第1連の「移香こめし化
粧の間」の雰囲気に酔ってしまっているようだ。rふらんす物語」にみられるよ
うに，風景や雰囲気に陶酔．し埋それを詠嘆をこめて詠う。風景は心情と一体とな
り，むしろ風景は拝情の膜でおおわれてしまって，平板な画面をつくりあげる。
　しかし「ましろの月」　（初出1909年3月「女子文壇」第5年第4号）のよう
にヴユルレーヌの詩の世界を見事に表現し得た場合もある。この詩篇は　《La
Bome　Chanson》　（工870）のWでヨヴェルレーヌがマチルドに出会った
正869年6月末の約2ケ月後骨同年の8月ごろに書かれたと推定されている。’原作
をまず掲げておこう。
　　La1une　b1anche
　　Luit　daηs　les　b〇三s；
　　De　chaqαe　branche
　　Paれ　une　voix
　　　　　　　　　’Sous －a　rarnee…
　　　　　　’Obien－aimee。
　　1　　　　　　　　　　　，L’etang　reflete，
Profond　miroir，
La　siihouette
Du　saule　noir
Ou　le　vent　pleure。、。。。
Rεvons，c’est　ゾheure．
Un　vaste　et　tendre
Apaisement
Semble　descendre
Du　firmament
Queピastre　irise．．．。
C’est　ピheure　exqu｛se。”
まず初出訳をみてみよう。初版r珊瑚集」とはかなりの相違がみられる。
「まつしろの　月が
かがやく　森の中，
枝々の　ささやく聲は
繁のかげに
お、　愛するものよ　と云ふ。
深い深い　池の水は
鏡のやう
まつくろに　柳がうつる，
その柳には　風が泣く。
　　　　　　　　　　　　よ二人して　うつとり夢見る夜。
ひろいひろい
やさしいやさしい
静けさが
下りてくる　大空
　　　　　　　　　　　　かげその大空に　虹を彩る星の光。
　　　　　　　　よるあ＼　うつくしい夜。」
　第2連の池の水が「鏡のやう」というのは単なる比較になってしまっているし皇
《Rさvons，clest11heure》を「二人してヨうっとり夢見る夜」としたので
は池の辺に立つ恋人のいる叙景となってしまうだろう。第1連の《O　bienai
m6e》と第3連の《C’estピheure　exquise》に呼応しているのだからこ
れではまずい。「珊瑚集」では第2連は「底なき鏡の／池水に。／影いと暗き水
柳。／その柳には風が泣く。／いざや夢見んヨニ人して。」と《Profond　mi－
rOir》も影を映す水面＝鏡の意がよく現れ，「まつくろ」という形容詞も改め
られている。しかし初稿はどうも耳に快くない。それは3，4，5雪6，7ヨ8と
音力斌らばらに不統一なためだろう。初版r珊瑚集」以下ではおよそ7音と5音
に統一されて聞きやすくなっている。第3連も初出は「ひろい」や「やさしい」
を繰り返してわずらわしい感がするのを，「ひろくやさしき／しずけさの／降り
てひろごる夜の空。／月の光は虹となる。／ああ，うつくしの夜や。」として里
「大空」をくり返すこともなくすっきりした。《11aStre》と定冠詞がついて
いるのだから，これは当然星ではなく，月を指している。中央公論社版の決定稿
は第3連にさらに手が加えられた。しかし初版「珊瑚集」の訳でも，原作のもつ
マチルドとの幸せな時を詠う，やさしいおだやかさは巧みに表現されている。こ
こでは「暖き火のほとり」（《La　Bome　ChaΩson》X工V）と同じく，r夜
の小鳥」に現れた苦脳や絶望はなく，「ぴあの」の甘美な思い出の中に突然現れ
る意識の覚醒はみられない。ここではすべてがやさしさ，甘美さにみたされた世
界だ。夢を破ろうとするものは何もない。白い月，森，池，柳などはしずかな月
の光に浸され，現実と夢は融け合い，区別がつかない。《O　bien－aim6e》と
いうのは枝々のささやく声でもあり，ヴェルレーヌでもある。このところを荷風
はしっかり見とどけている。決定稿で第3連を「やさしくも里果し知られぬ／し
　　　　　　　　　　　　しづけさは，／月の光の色に浸む／夜の空より落ちか＼る。」としたのは，初版「
珊瑚集」がr……夜の空。／月の光は虹となる。」と途中で切られてしまい壬「
しずけさ」　（apaiseme耐）が月の虹のようにみえる光に彩られた空からおり
てくる様，夜の空の和らぎがすべての風景を包み込む様を現すには，r月の光は
虹となる」が独立してしまって全体の調和を破ると考えたためであろうか。決定
稿はみごとに，夢と現実が揮然一体となった調和の世界を実現しえている。
　原作の詩は甘美な陶酔の世界だ。これをヴェルレーヌはセンチメンタリズムに
陥ることなく表現しえた。r暖き火のほとり」も同じ時期，ヴェルレーヌがマチ
ルドと結婚したヱ870年8月11日より数ケ月前の同年の春ごろに執筆されたらしい。
彼はマチルドとすごした日々を思い出し，再び会える日を里2人がいっしょにな
れる日を待ちかねている。最終句がそれを云っている。《Ohl　tout　ce1a，
mon　r6ve　attend－ri　le　po㎜suit．／Sans　reほche，　きtravers　tou－
tes　remises　vai　nes，／Impatiant　des㎜ois，furieux　des　semaines　l》
《　……　　Qu∫as－tu　fait，δtoi　que　voi1と／（．．．。）　Dis申qu■as　tu
fait，toi　que　voi1主，／De　ta　jemesse？》荷風訳はrああわが夢心地ヨ
幾月のまちこがれ　／幾週日の遺瀬無さ，猶ひたすらに其等を追ふ。」（初出は
「ああ　わが夢心地ヨ　幾月よ／幾週日の空頼み，／猶ひたすらに　其等を追ふ
。」）とあって里原作よりもよりセンチメンタルになっている。しかしこの訳詩も
原作の甘くやさしい夢心地をうまくうつしている。荷風はこの2つの詩に現れて1
いる甘美な陶酔を詠うには巧みであるようだ。「ぴあの」や「夜の小鳥」は原作
の意識と時間の重層性が分っていなかったし，「遣行」では原詩の《Coll㎎ue
Sentimenta1》の題名にもみられる皮肉な調子を見抜いていなかった。しかし
ここでは里ヴェルレーヌの夢想と現実の融合した酔いの感情をうまくとらえてい
る。
　最後に「偶成」（初出，初版籾山書店，春陽堂，第一書房版では「無題」）と
題された《Sagesse》1889）の《Lecciel’est，paトdessusle　toist》
を検討してみよう。荷風訳はリシャール（Jean－Pierre　RICBARD）が《Tdut
…るi・・t・l1・・・・・・・…itξ、／と云ったように・すべてのものがその事物
としての堅固さをそなえ，映像は明確で，ふさわしい位置におかれている事をよ
く表現し得ている。信抑を得た者の平明で穏かな風景が原詩に詠われている。最
終節の《……Qu’as－tu　fait，6to‘que　vo帖／（……）Dis，qu’阯tu
fait，toi　que　voilと，／De　ta　jeunesse？》に現われた青春への悔いはこ
の平和な光景を破るものではない。事物の輸享虐の明確さ，具体性を荷風訳はとら
えている。
　ヴェルレールの荷風訳の特徴として王この事物の具体性，輸郭の明確牲の一方
で，このように描写された事物に陶酔の心情を詠嘆的に加えることが挙げられよ
う。これは「ふらんす物語」の描写の特徴と一致する。荷風が《La　B㎝ne
Chanson》と《Sagesse》からとられた3篇の詩をよ、く理解し，みごとな日
本語に表現しえたのに対して里《Romances　sans　paroles》に現れたヴユル
レーヌらしさ宙　《Pas　1a　Couleur，rien　que　1a　nuance　宣》　（《L‘art
poもtique》）のmance量彼の詩のもつfadeurとそこにこめられた作者の
孤独の絶望の深さを見抜くことは出来なかった。
《L・ci・le・t・aトde・s・・1・t・it》に現れた予物の《i…t6・呪。グ
透明さを荷風が果して見抜いていたかどうかは里この訳からはよく分らない。彼
なここに宗教性よりも平明さと簡潔さをもった風景描写をみたのだろうか。
I■
　アンリ画ド囲レニエ（Henri　de魍GNIER）は今日では半ば忘れられた詩
人曲小説家であるが，荷風は彼を好み生涯に渡って親しんでいる。「珊瑚集」で
もボードレール，ヴェルレーヌがそれぞれ7篇訳されたのに対して，レニエは10
篇と最も多い。荷風が愛好しただけあって、レニエの訳詩は前者2名に比べても
見事な出来ばえであると云われている。特にr仏蘭西の小都会」　（《Vil1e
de　France》in《Sanda1e　ai16e》（1906））はすばらしい。彼の生れ故郷
オンフルール（Honf1eur）によせるなつかしさとやさしさのこもった穏かな愛
情によって見つめられた町の風景が朝から夕暮までの散歩の歩みにつれて描かれ
ている。荷風の隅田川への愛情の念が重ねられているかのようだ。初出。初版r
珊瑚集」里決定稿との異同も少なく雪彼は始めからこの詩の世界をよくとらえて
いたようだ。これだけ見事に完成された訳はめずらしいだろう。では他の詩篇に
ついてはどうであろうか。
皿Sit・・”（1887・P・・i・・V・・i・・）に収められていた「われはあゆみ制
（《Jlava｛s　march61ongte㎜ps　》）（初出1910，1「スバル」第2年第
玉号）をみてみよう。初出では最終連の《SermreS》をr温室」と訳しまちが
っていたが、この作も各版の異同はきわめて少ない。この訳もr仏蘭西の少都会
」に劣らない。ただ少々気になるのは里荷風訳はいささか視覚性が強すぎはしな
いかという疑問である。第1連のm　Ne　mlas一加pas　men6vers1e　pa1ais
lointain／Dontピenchantement　doれau　fond　deガavenue”の訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加たは「その君ならずや。一筋通の其の果に美しき跳め横たふ／遥かなる館の方にわ
れを導きたまひしは。」　（傍線里引用者）となっている。《ガenchantement
》は確かにr美しき眺め」を含むだろうが雪r跳め」とする視覚性が強すぎはし
ないだろうか。charmeとかravisseme耐の意であり，㎝chanterとは魔法
にかけることであるからヨまるで魔法にでもかけられたようなヨ　うっとりと魅
惑にみせられた状態を云うだろう。この第1連の第2句は，第2連に続けられて
いる。昼の夢は消え失せて，夜の魔法の世界に入ってゆく。それが第2連以下の
情景である。
　　｝Sous　Ia　lune　qui　vefl1e　unique　et　singu1iere
五0
Su・1’・…up1…m㎝td・・j・・din．d1。耐。。f．i。
○心・・d・・・…t，・…d…1・・h．tt。。。。xt．its，
Dar1s　1es　㎜assifs　fleuris，　pagodes　et　voliきres　？
「かしこには不可思議なる月の光に照されて
　　　い紀Lへ眠れる昔の花園の。咲きて曲る花の中
　　　　　　たかどの屋根に鐘鳴る高固に曲えし塔の数多く
　　　いきん美しき異禽を養ふ家も見えたり。」 （傍線，引用者）
　屋根の鐘（ついでに付け加えると里clochetteは小さな鐘（cloche）であ
り，鈴ともいえる）は鳴っていただろうか。おそらく鳴りはしなかったろう。こ
の情景は月の光に照しだされた静けさにみたされた魔法の国なのだ。《pagodes
》を「塔の数多く」とするのは，この魔法の国の光景にはうるさすぎよう。しか
しそれ以上にr見えたり」と視覚に訴えたことがまずい。第3連でも《Les　poi一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こssons　d’or　fo航　ombre　au　fond　des　r6servoirs》をr池の底には黄
がね　　う審
金の魚ひらめきて」とある。《poiSS㎝S　d’or》とあるからこれでもよいかも
しれないがヨやはり原文にあるように池の底に影をみせているにすぎないだろう。
魚を照し出しているのは月の光であって王太陽ではないのであるから。第4、連の
《Ton　pas　est　un　frisson　de　robe　les　mousses》は　「苔を踏む君
　もすそ
が裳は鳴り響きて」　（傍線，引用者）となっている。苔に触れる裳の聞こえるか
聞えないかの軽い動きをfrissonは表しているだろう。r鳴り響きて」では音が
高すぎて，魔法の国は消え去ってしまうだろう。レニエのこの詩は夢の世界なの
だ。《le　S㏄ret　deS　SeCreteS　SermreS》は夢の，魔法にかけられた魅
惑の世界へ入ってゆくための秘密の扉の鍵なのだ。それを荷風は実際に目に見え
る現実の光景に変えてしまった。r仏蘭西の小都会」の世界とは異ることに彼は
気がつかなかったのだろうか。彼は夢の世界の事実の影をも現実の中におきかえ
て里真昼の陽の光の下にそれをはっきりと目に見せてしまう。レニエは《売Ve
int6deur》を求め，それを通じて彼の内面を語っている。神話と伝説の魔法
　　　　（亘2）と夢の世界を現出させて，過去へ歩みを向ける。金髪の王女，水晶の湖ヨ白鳥，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t工釧鳩などのイメジが現れる。これが《Les1endemains》（且886，Paris，Va－
n｛er）から《Episodes》（1888，Pads　Van｛er）のレニエの世界だ。
　《Sites》のエピローグにも現れ，《Episodes》でくり返しみられる葡萄
のイメジは，彼にとって恋の冒険と官能的陶酔のシンボルであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（豆透）　荷風がr珊瑚集」に訳したr葡萄」　（《La　Grap脾》in《Apaisem㎝t》
　　　　　　　　　　　　　　　（且§）
　　　　　　　　　　　　　　　一　且立一
（1886，Paris　Vanier）もその象徴性は弱いが，同じであろう。第1連に，
｝Moi叩i　voudrais　cue川ir　des　rais｛ns　d’or　a1ユx　t　reilles，／
Asoiff6dlimpossib1e　et売veur　de㎜ervei1les／J・ai　fait　longte－
mps　en　vain1e　geste　des　serOeurs。”とある。これを荷風はrさまざまの
かなはぬ望みに飢ゑつかれ（……）」としているが，これだと《rさVeur　de
㎜erVe山eS》が表されない。merVeil1eSは「われわれはあゆみき」のenC－
hante㎜entに通じる魔法の国，不思議の国だろう。この世界は現実においては
不可能（impossib1e）なことなのだ。荷風訳だと，この意が出ず、現実に絶
望した人間であるかのようにうけとられかねない。第4連の《en1a　foi　dl
atte耐es　pu6rHes》をr待つと云ふ禍の夢の中」としたのも，彼のこの解釈
に従ったものだろう。《的6riles》とは子供っぼいの意であり，不思議な夢の
国へ，葡萄の実を摘みに行くこと，実がなるのを待ちこがれることは魔法の国を
信ずる子供の夢であるかもしれないのだ。ここで作者は幻滅しかけているのであ
り，不毛な現実の世界へ戻らねばならないかもしれないと患っている。それはヨ《Le
retour　r6gulier　des　A肌ores　st6riles．》に現われている。《le　fmit
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふさpromis　et1a　grappe　encha耐6e》は「待焦れたる果物とうつくしき葡萄の纏
」というよりも，《enchant6e》とあるからには里不思議の国の果物であり，夢
と憧れの象徴であろう。荷風はこのレニエの現実をはなれた夢の世界を現実の世
界ととりちがえて，すべてを具体的。視覚的な明確さによって描いてしまった。
彼はよく見る目をもったリァリストなのだ。
　レニエの初期詩篇より10年ほど後に発表された《Les　Meda川es　dlargHe》
（1900）に入っている《Le　Demier　Soir》の訳をみよう。これは「年の行
く夜」として1910年12月，「三田文学」第1巻第8号にのせられた，この詩は大
晦日の夜，この1年を《La　vieiue　Am6e》と擬人化して詠ったものである。
　　　　　　　ろうまう　　　　　つ蓬ひこれを荷風は「老毫した「月日」」としている。新年を迎えようとする夜の過ぎ
去った1年を《LavieiHe　AQn6e》としたのであるが，荷風の訳と，過去の日
々全体を指すかの感じをまぬかれない。しかし抽象的なものを擬人化することは
日本の詩には少ないから，これは至し方ないかもしれない。この作晶ではかなり
描写生が強い。第3連をあげてみると，
　｛一Les　corbeilles　d16t6et　les　paniers　d’a耐omme
　　　　　　，　　Sont　la，Pen砒s　au　mur，et　paζfois
　　Llosier　craque，　1e　vent　frisonne
　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　、　　Aux　rosea帆　du　vase　ou　se　sechent
12
　　Leurs　tiges　et　互eurs　feuil1es，　et　parfois
　　　　　　　　　　　　lJe　t resai11e　et　j’ecoute
　　Et　je　1a　vois，
　　Immob｛1e　en　sa　robe　grise
　　Sans　que　jamais　mur㎜ure　sa　bouche
　　　　　　　　　　　　　　　　’PIus rien　des　chansons　desapPrises
　　　　　　　　　　　　　　　　1　　’Qu’eHe chantait　dans　互1ete　riant
　　　　　　　　　　　　，En tressant　brin　a　bdn，
　　Avec　ses　ma｛ns，
　　Lクosier　soup｝e　et　1e　jonc　p1iant
　　Et　五e　Sa1ユエe　qui　S　e　redreS　Se
　　Et　cingle　et　qulon　tourne　en　corbeille。”
となっている。この部分の荷風訳は，
　「夏と秋の手籠は
　　向うの壁の上に掛けられてあるが，
　　時々に其の籠を編む柳の枝の画けて破れ，
　　㊥も葉も枯れてしまった花瓶の
　　慶をば風がゆすぷる。
　　　　たびたぴ　　其の度々に私ははつと患つて
　　耳を澄して
　　老毫した「月日」の顔を跳めると，
　　彼の老女は灰色の着物をきたま＼身動きもせず，
　　真直に伸びて鞭のやうに閃く
　　柔かな柳の若枝の一條一條折りまげてヨ
　　笑った夏の日
　　花籠を編みながら歌った
　　その忘れた昔の歌を歌ひもせぬ。」（初出）
　決して悪い訳ではない。しかし《Llosier　craque，levent　fdssome／
Aux　roseaux曲vase（……）》を「其の籠を編む柳の枝の固けて破れ，　（
　・）花瓶の／薦をば風がゆすぷる。」はいささか説明的にすぎるのではないか。
craquerは視覚的であるよりも聴覚に訴え，frisonnerもrゆすぶる」より弱く，
　　　　　　　　　　　　　　　　一　13　一
軽くふるえる程度だろう。《E〕e　s馳1e　qui　se　dresse／趾ci双g1e
（……）》をr真直に伸びて鞭のやうに閃く」としたのも理CingIerは鞭のよう
なしなやかなものでぴしゃりと打つという意味だから，荷風訳が理解できないわ
けではないがヨr閃く」と付け加えたことによって，これも視覚が強くなってい
る。荷風訳は原作よりも目に訴えることが大きく宙しかもそれを具体的に説明し
てしまう。この作晶においてのように里かなり描写的でヨはっきりした輸郭をも
つものでも里これをさらに強調する。
　　　　　　　　　　〃工902年の《La　Cite　des　Eaux》あたりからレニヱは象徴主義から遠ざか
り里調和と格調のあるクラシックヘ向ってゆく。この詩集で彼は自分の真のテー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（至竃）　　　　、マと完壁なイメジを見出した。彼が詠うのは《Sa1砒a　VersaiHes》にあるよ
うにヴェルサイユ宮殿の栄華ではないし里ルイ14世の時代にさかのぼって英雄た
ちを讃美することでもない。荷風がr霊廟」で云っているようにヨレニエは遇ぎ
去った栄光と高貴の《・伽》と《・・…舳乏旦劣とその調和を求めてさまよ
う人として現れている。彼はヴェルサイユの池や噴水や木々里石像に託して自ら
の感情を詠う。そしてイメージと感情里抽象と具像性は一体となる。ギイ1ミシザ（G町
M互CHAUD）が云うようにべ　Lli聰age　chez王ui　sy㎜bolise　plus　vo玉o搬ti一
　　　　　　　　　　　　　　　戸er　s un　s e篶t　irΩent　qu他ne　idee，互nais　pa㌻　　aineurs　　Ie　cho　i　x　　en　est
1e　p1us　s㎝vent　ratiomel　et㎜さ㎜e　raisomable但》というのは本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（豆馴当であろう。レニエは理性的里知的な共感をもってベルサイユの与えるイメジに
自らを一体化する。そして彼はまず壇過去を詠う詩人である《pass6iste》なの
だ。この詩集からとられた一篇理「瓶」　（《1’Ume》初出、19五0年7月　ゼス
バル」第2年第7号）を検討してみよう。まず原詩をあげる
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　一‘Sep1二江cre　de　s｛Ience　et　重o皿ゐeau　de　beaute雪
　　La　tristesse　conserve　en　cendre　dans　son　urne
　　L6s　grapPes　de　ピautomne　et　les　fruれs　deピ6t6，
　　Etclest　cecher　f雛deauq曲玉arendtacitume，
　　　　　　’Car son　me㎜oire　encore　y　retroαve　sa　vie
Et　i　lheure　disParue’avec　1a　saison’㎞orte
Et　to砒　ce　do耐　jadis，　enivr6el　et　fie1ユrie，
E11e　ase批iピodeurf6conde，saineetforte；
E　t　c　le　st　　pourquoi　　tu　　vas，　en　t　a　　so皿bre　j　e孤ne　sse，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　1Portaむt　en パ1ユrne　αor Ies　cendres　de　11ete
王4
Et　que・je　sa玉ue，　6　passante且　Tristesse，
S6p・1…　d・・i1・㏄・・辻t・㎜b…　d・b・・耐6ド
　悲しみを沈黙と美の墳墓にたとえつつ里青春の日々に味わった陶酔と歓喜を夏
と秋の葡萄の実に表わし，しかもそれらが遺骨のつぼに収められた灰として残る
のみであるとして里かつての喜悦が消え去った現在の悲しみを詠っているのだが，
この感情を，1es　grapPes，1es　fmits，ピoとeτf6conde，saine　et　forte
に対する　s6pωcre，tombe鋤ガume，1es　coむdresというイメジ，目に見
え，感じることのできるものの上に与えて毘詩のもつ概念を容易に感じとり里想
像できるものにしている。荷風訳は里一ケ処を除いて，レニエの詩のもつ感情を
象徴するイメジの透明さをよく伝えている。第1珂第2連は文旬なくよい。r沈
黙の碑蓼美の墳墓よ。／「悲しみ」は其の瓶に灰となりにし／夏の果実と秋の葡
萄を収めたる／この懐しき重荷のために聲を呑みたり。　（1行アキ）　消えし時
問と死したる季節と，／一度は酔ひつ栄えつ，烈しく強く豊なる／薫をかざしさ
まざまの思ひ出里／猶其の底に残りてあれば，そがために」と「聲を呑みたり」
とか「猶其の底に残りてあればヨそがために」と形容詞を動詞形にしたのも里《
y　retrOuVe　Sa　Vie》をr底に残りて」としたことも原文の意を傷つけず里日
本語としてもすっきりしている。しかし第3連のrああr悲しみ」と呼ぷ君，／
道行く女姿よ。そがためにわれ君を迎ふる（初版「珊瑚集」以降は「われ君を迎
ふるも亦此れが為め。」）。」が第1，2連のみごとな出来ばえを裏切ってしま
う。「悲しみ」と呼ばれる「道行く女姿」では悲しみの感情がヨ具体的な一人の
女の姿形として現れてしまい，これ以前の視覚的丑感覚的であると同時に抽象性
を失わない象徴としてのイメジを破り里消してしまう。
　荷風はどうも，事物の視覚性里造型性を強めると同時に里象徴的，抽象的なイ
メジをも具体的，官能的にとってしまうようだ。r正午」　（《Midi》｛n《Sa－
ndale　ai16e》（工906））　「庭」　（《Le　jardin》ibiりにもこれらがうか
がえる。前者の作晶は玉9五〇年5月骨　r三田文学」第互巻第ユ号に，後者は同年7、
月，「スバル」第2年第7号に掲載された。「庭」で《Cette　rose　叩i
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛聰）saigne　a　sa　tige　encore　droite　／Est　ton　seul　souvenir　de
tout㏄叩i　fut　vain》を「やがて萎れん其の圃に血と咲く薔薇のみ／唯わ
づかあじきなき君が浮き世の形見なり。」とした。SaigΩerは血が出るというこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうぴとだからr血と咲く」としたのかもしれない。岩波版ではrあかあかと咲く薔薇
のみ」と訂正している。しかしここでは花の色を現すよりも里遇去の思い出のい
たみがまだ心を窓かせるほどに残っていることを云うのだろう。「あじきなき君
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が浮世の形見」というのも《souvenir　de　tont㏄qui　fut　vain》を表現
するには適切とは云えない。r浮世」では花柳界を思いかねない。第3連は第2
連の《Cette　rose　qui　saigne》，《seul　souvenir》につながっている。
　“Le　Pass6　tout　entier，　avec　1a　nuit　vi　vante，
　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　　La－bas，　rena玉t．Sa．fou1e　hostil　infecte　et　hante
　　L戸herbe　gζasse里　1e　sentier　mou，　1e　bois　obscur；　”
というヨ人の心を傷つける，敵意を含んだ遇去が生き生きと蘇ってくるのである。
《Sa　foule》とあるから，荷風訳の「敵意のある群集」はおかしいだろう。過
去の思い出が，群をなすかのように心の中にはびこり，つきまとうのだ。
　《L・herbe　grasse，1e　sentier　mou，1e　bois　obscur》（「肥えし野
草や濡れし道暗き林」）は雪第ユ連の黄楊の並木が宇ってくれる庭の内の《la
feu川e，la　fleur，1a　terre　et1’ombre　moite》と対比されている。
だから《9rasse》《mou》《obsc㎜》の荷屈駅はいささか誤解を生むおそれが
ある。これは第2連の《Le　carrefour　perfide》と同じくヨ信用のおけな
い争歩みを誤まらせるものなのだ。これを表すには荷風訳は弱すぎるといえよう。
彼はやさしく静かな庭（《ce　lieu　ca1me　et　tendre》）に象徴される平和
な心と里外一現実の危険と過去とつらい思い出との対比を十分に見抜いていない
ようだ。さらに庭の光景を詠うこの詩が，叙景にとどまることなく，魂の平和を
求めるレニエの願いにあることをみていなかったのではあるまいか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものう　「正午」でも《La　Paresse》を「r瀬し」と呼ぶ女姿」として，現実的，
肉感的な女を出現させて，夏の日のものうい感情を風景に託して詠っているレニ
エの詩を，官能的な一枚の絵にしてしまった。荷風訳は，この後半部が雪前半の
感覚的ではあるが透明感をもつ原作の真夏の正午の情景をこわし曾清澄性を失わ
せて，代りに肉感的でしどけない女を登場させるに終った。レニエが現実の世界
へ彼の精神をひろげ里穏かではあるが生き生きとした視線で事物をとらえ，理性
と感情の調和のうちにそれらを描き，形と色を与えて，イメジに透明感をもたせ
て魂の状態を表すまでに至ったことを荷風は見抜いてはいなかったのだろうか。
おそらく彼はレニエの詩の世界の事物のもつ象徴性を十分に理解するに至らなか
ったかもしれない。
　しかし「告白」（《sentence》in《Sanda1e　ai16e》）で，彼はレニェ
のSentenCe宣言をみごとな日本語にうつしている。
　この訳詩は「正午」と同じ号の「三田文学」に発表された。初出以降の各版の
異同は宙文字の綴り里ルビなどにとどまり，ほとんどないといってよい。荷風は
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始めからこの詩の意味をよく理解しており，立派な訳となっている。一連づつ骨
原文と荷風訳をあげる。
　開Le　vrai　sage　est　celui　qui　fond　sur　le　sable，
　　Sachant　que　tont　est　vain　dans1e　tenps6temel
　　Et　que　mεme　I’amour　est　aussi　peu砒rabIe
　　Que　1e　souffIe　du　vent　et　1a　couleur　du　c｛e1。”
　　　　　　　とこし晃「まことの賢人は永遠の時の間には
いつきい一切の事凡て空しく愛と難も猶
　　　　　そよ空の色風の戦ぎの如く消ゆべきを知りて
砂上に家を建つる人なり。」
　端正で格調のあるすばらしい訳詩だ。以下でもこの調子はくずされることはな
い。
　“C’est　ainsi　qu’i1se　fait，devant　ゼhomme　et　Ies　choses，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Ce visage tranquile，　indifferent　et　beau，
　　Qui　regarde　fleurir　et　s！effeuiHer　1es　roses
　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　Comme　ec1ate，slempourpre　ou　sleteint　un　flambeau。肺
「されば賢人は焔の燃え輝き消ゆるが如きに，
開きては又散る薔薇の花を眺め
殊更に冷静沈着の美貌を粧ひて
浮世の人と物に対す。」
　第3行目で五r殊更に」と加え、「美貌」とした乙と争第4行目の「浮世の」
も原作を損うことなくその意を伝え得ている。
第4連で，詩人はこの賢者の態度に倣いたと述べる。
　｝P孤mi　to耐　ce　qui　change　et　tout　ce　qui　slefface，
　　Je　pou服ais，comme　lui，rester　grave　et　sereiΩ，
　　Et，　si　1a　fIeur　se　fane　en　la　saison　qむi　passe，
　　Penser　qui　clest　1e　sort　qui　veut　son　destin．’’
　　　　　　　　　　　うち「移行くもの消行くものの中にありて
我若し遇ぎ行く季節に咲く花の枯死すは，
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これそが定命とのみ観じ得なば
亦我も賢者の厳粛にや習ひけん。」
　《le　SOrt叩e　Iui　Veut　S㎝deStin》を「定命とのみ」としたのは簡
潔であり里又《je　po岨rais，com㎜e工ui，rester　grave　e玄serein，》
を賢者の厳粛にや習ひけん」と《grave　et　serein　》という2つの形容詞を
名詞にし里条件法も「習ひけん」とうまくその意が表されている。
　第4連で賢者のごとく望この世のものごとと人間に対して冷静でありたいと願
った詩人は第5里6連で里しかし苦悩と悲嘆にくれねばならぬとしても丑永遠の
時間を前にすべてが虚しいものではないことを里この世で人間の営みがすべてを
消し去る運命の時間に対して何ほどかの意味をもつことを願わずにはいられない。
　“Mais　j’a｛me　mieux｝aisser11ango圭sse　q曲　m’opresse
　　Emphr　mon　coe岨plan肚　et　mon　esprit打o曲三e，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Et p1eurer　de　regret， dlattent　e　et　de　detresse，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1E　t d’un o　bs cuζ t ourment q㍍e　d　en　nla　cons　o1e；
Car　ni　1e　pur　Parf㎜m　des　s㎜＝　1e　sab1e，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Ni 1a douceur （玉u vent，　ni　la　beaute　du　cieI，
Nlap・i・・m㎝d6・i…　1d・・t㎜i・6・・b1・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Que tout ne soit pas vain　dans　1e　te㎜ps　eter鵬1個瀞
r然るに纏綿たる哀傷の心切にして
われは悔いと望みと悲しみに
又慰め知らぬ悩みの闇の涙にくれて
わが身を挫ぐ苦しみ消ゆる事のみ恐れけり。
　　　　　　　　　　しようo百　　加ん‘菱姓いかにとかや。砂上の薔薇の香気も
吹く風の爽さヨ美しき空の跳めさへ
永遠の時の間には」切の事凡て空しからずと里
我が哀れなる飽かざる慾の休み知らねば。」
　「纏綿たる哀傷の心切にして」とかr悩みの闇の涙にくれて」とか動詞形にし
たのもよく《j’aime　m｛e脳　》を「（……）のみ恐れり」と訳したのもうなづ
ける。荷風訳の最終行里「飽かざる慾の休み知らねば」《Mapaise　pas㎜on
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d6Sir　aVide．．．．．》をみごとに表現しえている。
　この詩はレニエの詩人としての宣言である。そして荷風自身のそれともなり得
ている。帰朝後の彼は里r歓楽」を書き里「新帰朝者日記」を発表した。そこに
は恋愛と歓楽の悲愁と虚しさが甘美に詠われ塵富国強兵と文明開化の「虚偽」の
明治という進歩の新時代が混乱と乱雑しかもたらさず里静寧と調和の旧時代ヨ江
戸の名残りが破械され，衰退してゆく様に対する憤怒と悲哀と諦めが瞬川の唄」
やrすみだ州」，「紅茶の後」のいく篇かに表されていた。他方里レニエはクラ
シックの格調と調和を求めて田現代の進歩と科学を掲げる文明を呪った過去を詠
う詩人であった。荷風はレニエのr宣言」に自らの主張をみたのだろう。この作
者との一体化が荷風にこのみごとな訳詩を生み出させた。風と空と夕陽と火蓼バ
ラの花にたくして里永遠の時間に対するこの世の営みの虚しさと悲しみを詠い里
これを趨越できる真の賢人でありたいと切に望むレニエの一篇は里荷風の座右の
銘となったと思われる。「文芸読むがま＼」（工912里r雑草園」所収）で囲彼は
レニエを「まことの賢人」（le　Vrai　Sage）として里「彼は人生のいかなる
悲哀と絶望に対しても決してロマンチズムの詩人の如き狂激悲憤の叫びを放たず雪
強いて冷静沈着なる美貌を粧ひて里浮世の人と物に対するなり、強ひて美貌を粧
ふは里此れ外に表さざる其心の奥深く里却て一層の悲愁と苦悩とを蔵するものに
非ずや。」と述べている。
　　メ鰯）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紗ら醜　ただレニエが「其の堪へがたき憂愁をば，わけもなく明白には云ひ放たず、自
己の感慨と形式との間に必ず静なる鉄裕を保た」しめたのに対して害荷風は里よ一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（刎り反抗家であり，進歩と発展を標祷する新興明治に対する呪咀の声を高め望「新
帰朝者日記」やr冷笑」のような主張の芸術に一時ではあったにしろ里就いたの
である。
　荷風によるレニエの訳詩が「仏蘭西の小都会」と「告白」でみごとな開花をな
しえたこと里しかしその一方で里この詩人の拝情的であると同時に知的で端正な
詩のもつ象徴性を十分に理解しえず里透明な色調をもつ原作に肉感性里官能的し
どけなさを与えてしまったこと壇あるいは荷風の視覚性の強さが，具象から抽象
へ移行しうるレニエの詩に描かれた事物を詞輸郭と色彩のはっきりした絵画にし
てしまったこともあげられよう。荷風はレニヱと彼自身との間には詩才において
「天地雲泥の差」があろうけれど，「同じく生れて詩人となるや其の滅びたる芸
術を回顧する美的感奮の真情に至っては王さして多くの差別があ。らうとも思はれ
ぬ」と述べているが囲レニエの18世紀ヨ優雅と趣味と端正のフランスのクラシッ
（鰯）
クを慕う心と里荷風の江戸の名残りの衰残と廃頽を嘆きっっ里静寧の美を求める
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心情と相違はあるまい。またそのために現代を趨越しうるrまことの賢人」であ
りたいとの願いも共にみられる。ただ，この2人の資質は異っている。荷風はよ
く見る人であり蓼官能的に感じる人である。他方レニエは感覚的なものを知性と
皮肉によって透明で清澄かつ軽妙な象徴性にまでもってゆく。荷風のレニエ訳詩
は，原作者の思想の表明と，描写的，造型的な詩をみごとに訳し里表現しえたが里
彼のあまりに強い視覚と感覚はヨ原作者のもつ透明さを損ってしまったのである。
IV
　r珊瑚集」には訳詩の他，フランス文学に関する評論や，モーパッサン紀行文，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、レニエ，カチュル㊥マンデス（Catu1le　MENDES）の短篇の訳も載せられて
いた。レニェの《La　Came　de　Jaspe》（1892）中の一篇《Hemog♂ne》
は「泉のほとり」と題されて1909年9月に「趣味」にかかげられ，「珊瑚集」に
収めるに際してr水か“み」と改題され，訳も大巾に修訂されている。この短編
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛鯛〕は荷風のr歓楽」と主題に類似の点がないわけではない。双方の作晶ともr先生」
とか「師」（maitre）と呼ばれる人物が語る彼の過去の話である。しかしレニ
エの作晶がすべての虚飾と幻影を去って賢人と呼ばれるにふさわしい人物である
のに対し，荷風の小説は題名の示すごとく歓楽を詠い里その虚しさを云う。レニ
エのもつ寓意性はここにはみられない。荷風の作晶はより具体的，官能的に恋愛
を語る。
　ところでヨ荷風はr訳詩について」でr短夜」r昼すぎ」，劇詩「秋のわかれ」
などは，r珊瑚集」の訳詩を行う過程で生みだされたと述べている。前者の2つ
の短篇は対話体になっている。これらの作晶に彼の訳詩の成果とでもいうべきも
の，象徴派の詩人たちから得た何かが現れているだろうか。
　彼がここでめざしているのは里彼自身がレニエの詩にっいて述べた「膣騰」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（泌）（Ind6cis）と「明確」　（Pr6cis）を融合させた「渋き色の歌」（Chans㎝
griSe）を実現することであったかもしれない。明確で絵画的にすぎる荷風の作
晶世界に音楽性と陰影の微妙な震えを加えることでもあっただろうか。r京伝の
草双紙のやうな話を聞かしてくれ」と男は女に云う。「見知らぬ土地と，過ぎ去
　　　　　　　　　　　　　　（25〕った昔といふ此の二つの条件は，いカ）に平凡な事件をも里私の胸には美しい詩と
して反映させることが出来るであろう」からである。女の語る恋の物語が果して
男の胸の中に詩として反映している純うかは塵しかしいささか疑問に思われる。
男のことばは紋切り型にすぎるのだ，女の物語もr昼すぎ」の絵師（後に主人と
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~)~~~~~~I~iC1)v,~J ( 1909. 4 r~7~~~J ~~d~1) ~7 ~ y;~~~~~~i~iC~~lL~~# 
~eU~~,~. ~~{~ctL~: r~~~JliC~~~f~~~1)~~E~~~)~~~;J (~~~~~~~~) r~~~~: 
j~~. J r~l.~~~iE.~. J ~~~i~~~Lc~~;~. c~Lf*'kf~i~~~~~~~j~a)~jCF~-t･･*~~:~~l~i~ 
***',".' f~~v, ~;t4~~f~L~~~~~r ~ t~~~v+~~/~~~, ~;~f~/~cD r~~~iE~~J iC~~L~c~) 
r~~1A~~J ~~F~I~^~v,~ ~ Lv,. plL~･'･f_･kf~~~i< ~~~~a)~~~~~~~f~- < . XttD~} 
~b~~~:~~:~cD~~~f~'･L~~:Uc, r~~~~~~~~~)~~~l.~f~~:~~Alc, ~~~~Lt*･･!~~,.,*.f~~~. 
~~~Jlc ~L~;i~~L~, ~~~ff~- < ~;~~~tLi~~, j~i__~~~;ecp~~'ijF~~~i~i~~E~~~~z~~ ~,*EET,~.J 
(~1 ) 
~c~~~~L･;~. ~:i~~iEi~~~t~i~~~~~c ~:f~. T77 ~ ,) - ~~-t,_"J~ ~ec. ~~)~-
A-A~~i~)~:~*~;~ ~c c ;~~~~~~cDl~~~;~~jJi, ~~~_~)c~~1~~;f~- c ~l~~5;~ ~. 
r~~~,_,~. U f'-_~~ ~ ~~:~:ec:,*FP!~~~iCt~i < ,~ c ~:e~lji' < ~ ~~~~~: L~f.~;~v･~~i~t~-~¥~~, 
~~~~~i~z~;~~~ v,. ~~~~~~j~~)~28~I~~~~ eCf~-~~tL~v,;~~~, l/~:3l~) << Fig-
ures et Caract~res >> ( 1901 ) ecnj~~~)~tLt･･* << Poetes d'aujourd'hui et 
poesie de demain >>t~-~~e~, ~iB~~~)~c!)~~L~e~~~i~4J~~e~l~~~~i~~B~E~~t~-~~ 
~CDI 1)~:L+~~J;~. E~~~;~~'f~t (<< elle (la poesie ) n'existe plus, elle 
sugg~re >>), "~'--'--･~~~~~~~~)~!i~~, << Ia plus compl~te figuration de I 'Id~e 
>> ~: L~cD~~~~, ~~･･･"-'-･~~4='~~~t~)~f~)~~~~~~~Jf~~~~i4~~~:f~-~i~~~~;~f~tL~v+~. ~f!~( 
(29) ~~L--~~'-~~)~z~il~')J~ < ~)~~i~~ ( Symbole ) Ic-~~~i~~Lt~-~+cDe~ di ~ Lr,-*~)~f 
f_.';~~. rl~~..,*.Ut..,-~~~~~f~i<J cD~~e~ti~f~~~cD~j~~~~cf~;~1) ~~~e~f:~t~~~l {~i~i~il 
~~iC~~~~VI~cD ~~id~~v,~ cDf ~ 1)h> Ji;~)~l~'~)tf*)v~-;~~;~~b~~~~; r~}~S 
~~J cD-'~~~'-･-'･- ~~~)1~~~t~b r~~~{~J r!~~~J f~-~icD~~~~~~~)f~*'*~i~~~~~:, ~~ ~~r 
~1~~~~-t･･*J~~ec~~~;~. r.~.~/~~~l-'~~'-'"~..-.*J ~) r ~~)~~~~~J ~)J~ ~lcfl;~~~)J~!;/*" 
~cD, 4zl~~:Ut+*~~~~,, ' ' t~~~i~E~j-=-'~>ec, z~~~+f~~~t~jC~~:~L~t~~1)~> L~,4 )( ) 
~,~~~*~{~cDt~~;C ~)~~i< c ~ ~c:~~~~LICv,~ cD~~l~~;~ ~v+~* r~~~i~,L~'r~cD~~! 
i~i~B~~*~f;f~k~t ~ 1)~ ~ lcl~~~ ~ f~- ~> _ f*･･ J~ ~r f**. 
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註（亘）　島田謹二r永井荷風のポ珊瑚集』」参照
（2）　ζの作晶はWalch版に記載されてい乱
（3）　岩波書店版「荷風全集」第3巻P6工5－6ユ6　r荷風全集」については、以下
　　　巻号をローマ数字で，ぺ一ジ数をアラビア数字で示すことにする。
（4）　V．工6　R367
（5）　島田謹二，前掲書。及び芳賀徹「ヴェルレーヌと荷風」（r比較文学研究」7号）
　　　参照
（6）　ωを参照
（7）　E．Zimm概ma㎜　m　Magies　de　VerlaiΩe”　（1981，Slatkin）
　　　P由63　P．73
（8）　rぴあの」の原作を掲げておく
　　　Aがe辻tes　o此1ieee　V
　　　　　　　　　　　　Son　joye1jx，i1＝㎎Po㍍un♂un
　　　　　　　　　　　　davecin　sonore　（Pe枕us　Bore玉　）
Le　piar1o　qui　baise　Une㎜ain　f売1e
Luit　dans玉e　so虹et　gds　vagueme耐虫
丁・・di・ψ。。。。㎜虹さ・細・bmilぬi・
UΩ　a北　　bien　v三eu笈，　b　ien　faibIe　et　b　ien　char㎜ant
R6de　d1scret，e膵岨e　叩asime鮎，
Par　le　boむdo虹1on敏emps　parfume　d’剛ie．
　　　Qu’est－ce　q㌶e　c’est　que　ce　berc蘭u　souda｛n
　　　Q曲　1e耐eme耐dorlote　mon　p鋤weさ肘e？
　　　Qulas一わu　vo血u，fin　refrain　i㏄e針ain
　　　Q出　㎎s　t㎜脆t　mo泌虹vers1a　fenεtre
　　　Ouverte　un　peu　sur　1e　petit　j　ardin？
　　　　　　　　　　　　　　1（9） J－P，Richard冊poesicet　Protoなdeur呵ed，PointSeui亘
　　　i955，　P，工84
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⑪o）
（豆豆）
　　z云脳鵬醐a鵬繭掲書参騒
　　隠作を示す
囲ポ鯉挑醜更出e　lO殴竃童e醐pSe書d搬Sね醐量重∀e搬e
　　加S艶重出能臓亘亘虻鵬S陀舵S加醜tin雪
　　晦磁タ鑓一触脾S鵬鵬マ甑S亙e賄晦S葦◎虹をa亘Ω
眺就1戸髄幽搬鵬銚あ夏重鋤fo紬1卸鰯e埋
So鵬抵1秘鵬興量弼1脆奴Ωi囎e　e重s滋騨旋肥
S艀玉夕鰯O哩量搬鵬就細S虹ぷ晒昼戸鋤娩fO至S
　、（）浸　　Se　感re§Se蕊克里　3∀eC　deS　C豆⑱：heを重eS　a秘X　tOitS，
脆鵬屋鑓醐§§撫脹雌1S丑瞬g拙鑓e重棚鮒e？
L鑓㎏藪概◎豆搬雌POup職d弧鵬就S腿亘e艇SpeChOiS；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クLeS畑S§O鵬ポ脱fO鴛重鰯b配鋤f◎就壷Sre蹴∀O虻S埋
匿危　　亘εS　毛e意§　盛クe藪孤　　baiSSe重eS　Se夏r双reS。　蝿
（玉藪）
（昭）
（幽）
（豆5）
T◎独脾s敏董r量鰯双曲夏曲es醒互鑓醐鵬艶s垂
跳施ポ鵡師s屋鑓醜出鵬㊧雄配腕de鰹
馳1鑓囎就1e蹴嫡紬蹴rき憾蹴鮒es。囲
磁出鯛 d◎秘鎚s
s豆重鑓搦の唖酎o地g鵬蹄
Le　Ch象就壷s這de　鰯脱童敏　ポ参醐e　壷　j3むs踊量Ω
師量s磁es蹄　唾酎e長碗麗固
眺曲豆ε磁愉欝se盟（豆900）でそれは特によく現れている。
L盈　G臓醐e蹄の願詩を示す。
　　　　　　　　　　　　　　　ピ鋤附ei囎e夏量幽e重、畿PO岨胆e　OΩt脾S誰、。。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亙臓カds　V夏鼠L亘一G鼠亙唖酎（Les　Cyg狐es）
○ホ敏e，轡曲co荻鵬量s玉e肥∀ed臓重je鰯e岨s，
脇i鯉i榊湿醜豆・Cな銚iτ細醜量S｛鵬ざ脱鋤X娩｛豆1eS，
鉦・量搬飾醐隣・搬ee在τ・叩雌由鯛㈱搬・，
γ誠重批1◎荻敏e醐陣艶∀＆iポege搬曲sse鵬岨s．
賄醐s亙籔繭蒐◎曲董量e膿ee重c銚鵬畷沈艶醐鵬泌es
賄騨餓鋤竜S0艇量敏e毯細SSO駆駿S出a鵬遡岨S
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Le 
Et 
vent des 
la nuit 
frais matins 
s'eclarcit les 
Allons vers la colline ou 
Vers la colline douce et 
Chercher le fruit promis 
promene ses rumeurs 
arbr vermeilles; 
nous guide l/Espoir, 
d mes mains plant~es, 
et la grappe enchantee 
Et, si rien rfa germe , 
Pour guetter en la foi 
Le retour regulier des 
nous descendons, 
d!attentes pueriles 
Aurores steriels. " 
le soir, 
(16) " En ces vers transparents, 1/adieu au symbolisme de jadis, l/aveu 
qu a son tour le halltain et melancolique reveur veut deserter la 
L~gende pour qui sait lire, formels, ..... autant qu/une id~e 
puisse etre exprimee formellement par le poete qui a la mieux 
gard~ de l/enselgnement de Mallarme I habltude de ' ne falre que 
des allusions " " . Fernand Gregh 
" M. de Regnier est un droit et pur artiste; son vers a des lignes 
bein tracees, des couleurs transparentes et rares disposees avec 
justesse; il demontre une grande probite drecriture, une idee d'art 
aust~re, Ia volont~ qu/il r~ve, s~ pr~tent, on le dirait, d/elles-
m~mes : ~ l/harmonie..... " Albert Mockel 
" Le talent de M. Henri de Regnier est fait de souplesse d harmome 
ll de m6lancolie: son art est subtil et penetrant. 11 sait dire en vers 
des choses d/une beaut~ infinie; il note d/ind~finissables nuances 
de r~ve, 'd~mperceptibles apparitions, de fugitifs d~cors ..... " 
Remy de Gourmont 
(17) 
(18) 
~~: Walch ~tj~~ P. 292 J;O~lf~l * 
" Salut a Versaille " 
Guy MICHAUD " Message poetlque du ymbolisme " P. 516 
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(19) C~)~~~)1~~ ~ Le Jardin " ~:~~,~. 
Viens, car le crepuscule est l'heure ou le jardin 
Sent la feuille, Ia fleur, Ia terre et l'ombre moi.te ; 
Entre les bruits egaux l'all~e est plus etroite 
Et di.rigA- Ie pas qu/elle rend plus certain. 
Qu/importent , au dehors, Ie champs et le chemin, 
Le carrefour profide et l'etang qui miroite 
Cette rose qui saigne a sa tige encore droite 
Est ton seul souvenir de tout ce qui fut vam 
Le Passe 
La-bas , 
L / herb e 
tout entier, avec 
Sa foule hostile 
grasse , Ie sentier 
la nuit 
infecte et 
mou, Ie
ivant e , 
han e 
bois obscur ; 
Mais ici 
O ~ I es 
D' ~cart er 
marche en paix 
grandes espaliers 
leu s bras noirs 
en ce lieu 
ont l/air , 
co mme p our 
calme et tendre 
le long du mur, 
te defendre. " 
(20) 
(2 1 ) 
(22 ) 
(23) 
(24) 
(25) 
(26) 
(27 ) 
(28) 
(29) 
V, 26 P. 125 ??
r==*~i J 
~:fc 1)L '~e~･)J f~=~･ ~~f*~~:~~z~ ;~ ~~, 
r~~~~ecOL+C J 
r~:~{~J V. 5 P. 201 
~I P. 205 
V. 18 P 543 ??
REGNlR " F igures et caractere 
C C I e~ !t~) f~* V1. 
,, ( d,Merc ure P. 332) 
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